






【目的】札幌市では,昭和 56年 4 月のスクリーニング開始以来,初回検査で VMA の定性に加

え,HVA を薄層クロマトグラフィーで定量し,これらの結果が疑わしいものについては高速

液体クロマトグラフィー(HPLC)により,VMA,HVA 等を定量し,その増量をクレアチニン比で

判定するという方法でスクリーニングを実施してきた。 

その後,HPLC の付属装置としてオートサンプラー,データ処理装置等を加え,自動化を図る

とともに,さらに高感度な電気化学検出器(ECD)を用い,前処理法の簡素化,測定時間の短縮

化等の検討を加えた結果,全ての検体を HPLC で測定するスクリ一ニング法を確立し,本年

度から実施している。 

そこで今回は,全検体を HPLCで行う方法について述べるとともに,この方法により,スクリ

ーニング検体5,000件のVMA,HVA値から,クレアチニン補正の妥当性とスクリーニングにお

ける VMA,HVA のカットオフ値について若干の知見を得たので報告する。 


